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店内にステッカーを貼りPR

　山梨県パン協同組合（小野曜理事長　組合員
12社）では、近年生産が増えつつある県産小麦「ゆ
めかおり」と富士山麓の「富士山酵母」を使ったパ
ンを開発し、パンの消費拡大を目指している。
　組合では、県産小麦「ゆめかおり」の生産拡大を
促すための補助事業を活用し、サンドイッチレシピコ
ンテストや小麦粉の愛称募集などのPR事業を展開
してきた。実施にあたっては、山梨県民全体に認知
度を高めてもらうため、ラジオ、新聞、ポスターなど
のメディアミックスによるPR活動に力を入れてきた。
　組合は昨年7月に組合員と青年部員による実行
委員会を組織し、10回に渡り計画から実施状況の
検討を行い、事業効果を判断しながら取り組んで
きた。
　PR事業では、YBSラジオの番組「キックス」に理
事長や組合員が複数回出演し、組合の活動、県産
小麦「ゆめかおり」の紹介、サンドイッチレシピコンテ
スト開催の趣旨説明、小麦粉の愛称の応募方法な
どの組合の取り組みを段階的に発表することで、聴
取者の関心を高めるとともに、話題として盛り上が
るような仕掛けを行った。
　サンドイッチレシピコンテストでは、食パン・コッペ
パン・ベーグル・カンパーニュ・バゲットの5種類のパ
ンにあわせた県産の素材をはさんだサンドイッチレ
シピを募集し、パンの種類ごとに組合の担当者が交
代でラジオに主演、ラジオを担当している曜日ごとの
パーソナリティにパンの特徴やイメージを伝えてもら

い、応募者の創作意欲を刺激するような取り
組みを行った。また、大型ポスターに加えチラ
シ3万枚も作成しPR活動を展開した結果、レ
シピ応募総数413の中から組合の実行委員
の1次選考、ラジオパーソナリティの実食審査
を経て5種類のパンごとにグランプリ候補3作
品を選考、11月6日から10日にかけて、オギノ
リバーシティSCにおいて各日50名の一般審
査員による試食審査会を開催し、グランプリ、
準グランプリ、優秀賞を決定した。
　県産小麦「ゆめかおり」を使った小麦粉の
愛称募集事業では、山梨日日新聞の全面広
告、タウン紙「かわせみ」「フジマリモ」への告
知広告や記事の掲載により県民への周知を
図った。その結果、愛称応募総数360と予想
を上回る反響があり、広く県民への認知度を
高めることができた。また、愛称募集の審査は
実行委員会で絞り込みを行い、既存商標との
バッティングの有無を確認し「かいほのか」に
決定した。
　「かいほのか」は県内の穀物メーカーであ
る㈱はくばくを通じて販売することになってお
り、一般消費者向けの小袋製品の商品化も
検討している。
　こうした県民全体に行き渡るPR活動の効果が
生産者にも実感できたことから、「ゆめかおり」の来
年度の作付面積の拡大も見込まれており、組合とし

ても、メディアミックスの宣伝効果の高さに注目して
いる。
　今後は、サンドイッチレシピコンテストの最終候補
15作品のレシピを組合員が共有し、各社が商品化
に取り組むことにより、更なる県産小麦粉の利用と
パンの消費拡大につなげたいとしている。
　また、組合では、今後の事業展開に向けて、関係
機関への協力依頼と補助事業の継続申請の検討
も進めている。その中で、組合員だけでなく山梨県
内のパン屋全店に呼びかけ、オール山梨の農林漁
業、畜産物の加工品をはさんだサンドイッチをPRす
る「まるごと山梨パンまつり～ヌーボー小麦と旬のや
まなしを味わう～（仮称）」イベントの開催に向け準
備も進めており、実現すると山梨県内のパン業界と
して画期的なイベントとなる。

●風土記の丘農産物直売所　　　　
（一般社団法人中道農産物加工直売組合）

　中央自動車道甲府南ICの横で営業を行ってい
る風土記の丘農産物直売所（米山優理事長　会
員204人）は、平成28年から、店頭で販売している

農産物の安全
性を保証する
「あんしん直売
所」の認定を受
け運営を行って
いる。この認定
は、茨城県にあ
る「つくば分析
センター」が、残
留農薬検査や
細菌検査などを
実施、農産物の
安全性を証明し

た直売所に対して行っているもので、当組合は山梨
県内で唯一認定を受けた「あんしん直売所」となっ
ている。
　最近は食の安全に対する高い意識が定着し、農
産物は「新鮮」で「美味しい」だけでなく、「安全・安
心」であることが当然とされ、より質が高く信頼性の
高い農産物を提供することが求められている。こう
した中、組合では、安全が証明された農産物を安定
して提供するために、直売所に納品する生産者に
は、種まきから収穫までの間の農薬名や使用量な
どを記録する生産履歴記帳の提出を義務付け栽
培に関する管理を徹底、農産物直売所間の競争の
中で他との差別化を図るため、農産物の「安全・安
心」のPRに取り組んできた。
　更に認定制度に着目し、認定条件を満たす200
項目に及ぶ農薬成分検査に適応するための栽培

に取り組んでき
た。結果として生
産者や直売所
の従業員等が生
産管理に対する
意識を高める機
会となり、他の直
売所との地域性
や品揃え以外の
差別化に向けた
活動へと繋がる
など組合として
の相乗効果も十分に得られている。
　組合では、信頼度の一層の向上のためのステッ
プアップとして、今後はGAP（農業生産工程管理）
の認定取得も目指していく。

●山梨県パン協同組合
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安全を証明する認定書
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リバーサイドＳＣで開催の最終審査会の様子 県民まつりでのコンテスト入賞作品の販売

レシピコンテスト入賞作品と小麦粉愛称決定のチラシ


